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兼第 5 回新体操世界選手権大 会第一次予選
（女子の部） に関する一考察

佐 藤 た け

新体操第23回 全日 本選手 権大会， 兼第 5回新体 操世界選手 権大会第一次予選は， 群馬県
高崎市体育館において， 晩秋の 昭和46年11 月7, 8日の 両日に 亘って行なわれた。

新体 操の 競技大会は， 全 国高校生を 対象 としたもの， 全 国 学生を 対象 としたもの， 国体
においては， 各 ブロ ッ ク代表の高 校生， そして 全日 本選手 権大会が， 高校生， 学生， 一般
と， 自 由に 参加出 来るように 考え られた大会である。

幅広い参加である 故に， 年令の 層も 厚 く ， この大会の 「ね らい」 と 「意 義」 を知る こ と
が出 来るのである。

新体操を 愛するもの， 新体操に感心のあるもの， 体 育専門家で， 過去の 団体 徒手 体操を
踏 えて， 発展する 新体 操に 憧れ と 情熱 とを 持ってお られる人 々が， 北か ら 南か ら 参集さ れ，
大会の 「ね らい」 と 「意義」 を 把握し， そして 自か らの研修の 糧に ・ ・ ・ ・ と ， 懸命である こ
とを 惑知されるのである。

こうした ム ー ドの中で， 私もその 一人 として， 真剣に この大会を 考察し， 日 本の 若 き女
性の 明日 への 発展のために， いささかなり とも寄与したい思う。

I 

1 969 年秋， ブル ガ リ アにおいて行な わ れ た第4回 新体操世界選手 権大会に ， 日 本が，
初出場した こ とは 周知の と ころであろう。

この大会の 競技種目は， 団体種目 と個人種目の 二種目で， 日 本の 団体種目選手 （大 谷，
狩野姉妹， 小林， 川向， 中 島） チ ー ムは， 参加 国 1

)の 1/3 の 栄冠， 5 位に入賞した。 この
事実は， この種 目に精進する日 本の 若い女性達に， 誇り と 自 信を 与え， 勇気をもた らす 要
因になった と 見て， あ やまちではなかろう。

「世界にいどむ」 日 本選手が， コ ン プ レ ッ ク スを感ずる 点は， プ ロ ボ ー シ ョ ンに 自 信の
持てない こ とであろうが， この 点も， 合理的な ト レ ー ニ ン グによって， 克服出 来る こ とを，
初出場の選手 達は 悟った こ とであろう 。

今回の 全日 本新体 操選手権大会参加選手 （女子）2 ）の プ ロボ ー シ ョ ンは， 昨年に比して，
美しさを増している こ とは， 会場に参集された多 く の人 々が 等し く 感じた こ とではないだ
ろうか。 特に美しさが 身に ついて 来ている選手の多 く は， 高校生の選手であった こ ともま
た参集された人 々の 眼に 映じたのではないだろうか。

高 校時代の女性の多 く は， 自 らの プロ ボ ー シ ョ ンに 対して， きびし く 真面 目 に 悩み， 真
剣に矯正につ と め， 指導者の 助言に 対しても ， 素 直に 耳を 煩け， 自 立 的に プ ロボ ー シ ョ ン
づ く り に努力を 続ける， その 賜である と 見 られる。 もちろ ん指導者の 合 理 的， 計 画的， 持

1) ブル ガ リ ア ・ バ ル ナ市での第4 回 世界選手権大会 参加国は 18 カ国， その う ち 団体種 目 は 15 ヵ
国が参加。

2) 世界選手権大会は女子の みであるが， 日本では， 男子 ・ 女子共に実梅 さ れ ている。
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続的な 愛情深い 真剣な 指導が あずかって 力あ るものとも思われ る。
指導者， ト レ ーナ ー 等の 力量はいかに大 切であ るかは， 改めて 申すにおよ ばないことで

あ るが， より 以上に 必要であ り大切であ ることは， 自 主的に， 自 らの プ ロ ポ ー シ ョ ンをつ
く る 努力で， ト レ ー ニ ン グの 時間中はいうまでもないが， それ 以外の 時間のすべて， 要す
るに日常生 活の中において， 自 らの 努力で， 自 らの プ ロ ボ ー シ ョ ンを， 美しく 築きあげて
ゆくことこそ， 忘れてはな らない重要なことであ る。

高校時代の女性は年令的に 出 「美 」 を 求めて 止まない， 美しさに 憧れを 持ち， 純粋 な 心
で 自 らを 見つめ， あ ら ゆ る 角度か ら美の 追 求に 余 念なく， 自 らの プ ロ ポ ー シ ョ ンに対 して
もきびしく， 友人の 注意も素 直に 受け入れ合って ゆけ る生 活態 度が 確 立されてい るのであ
ろう。

新体操を 愛し， 新体操を 究 明す る 若い女性のことごとくが， 素 直に， きびしく， 自か ら
の プ ロ ボ ー シ ョ ンづ く りの 重要 性を 自 覚し 努力され ることを 望みたい。

II 

前年度に比して， 参加選 手の増 員を 私は 喜びたい 3) 。日本が 「世界にいどんだ」 その 歴史
と実績が， 誇りと 自 信と 勇 気を与え ，選 手各位に 憧れを 持たせたのであ ると， 見てよかろう。

今回のこの大会の ム ー ドは， かつて 感じたことのない， 意欲的で女性 らしい， 美しさを
にじみ出したもので， 希望に 輝 く 憧れの ム ー ドであったと 見 られ る。

世界と 肩をな ら べ る 夢， その 夢がかもし出した ム ー ドと， 感じ られたのであ る。
第 5 回 新体操世界選手権大会第一次予選 と い う 大会 の 目 的が， こ のす ば ら しい新鮮 な ム

ー ドをかもし出したことは， うたごう 余地もない。若い エ ネ ル ギ ーは 「世界にいどむ」 ェ
ネ ル ギ ーとして 燃えあがったのであろう。

団体種 目の優勝は東京女子体 育大 学 チ ー ムが 獲得し， 第二位は群馬の 一般 チ ー ム （高女
ク ラ ブ）， 第三位は秋田 北高校チ ー ムが 獲得した。

厳正な 審判のもとに決定されたこの 順位は， 動かす べか ら ざ る 事実ではあ るが， この中
で， 第三位を 獲得した 秋田 北高校チ ー ムの 演技の 素直さ， 美しい プ ロ ボー シ ョ ン， 純朴な
人 間性， 動きの流れとその テクニックは， 県民性を 感じさせ るに足 る もので， 且つ フ レ ッ
シ ュ な 感覚と チ ー ムワ ークの立 派さ . . . •。

演技者の ミ スに対す る 審判の処置は 当然と 見 られ るが， ミ スを カ バ ーしあうあの構成 メ
ンバ ーの人 間的つながり と結びつきの ゆかしさに， 私は強く 心を 引かれたのであ る。

チ ー ムを構成した メ ンバ ーの 一人 一人が 無限の 可能性に 「いど む」 真剣な ト レ ー ニ ン グ
の積みあ げが， 一人 一人の生 命力を結集して， チ ー ムの生 命力を 感じさせ る 演技を 培かっ
て来たものではないだろうか。かくして構成された チ ー ムは， 人 間性豊かな思い やり， 励
まし合い， 競い合い， いたわり 合いがあり， 語 らず して通ず る 雰囲 気をかもし出したので
あろう。

自 らを 大切に， 自 らを 愛しな が ら， 自 らにき びしく， そして チ ー ムメ ン バ ーに対しては
寛容さと思い やりか らにじみ出 る 温かさの 感じ られ る チ ー ム， 互に 敬愛と信頼に結ばれた
チ ー ムであ る。

ここにはじめて， 同じ 目 的に 向っ て結集された若い エ ネ ル ギ ーによって， 柔軟性ときび

3) 参加選手数につい て後 述。
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しさのあ る ゆ るぎないチ ー ム構成が 築かれていったのであろう 。
秋 田 北高 校チ ー ムには， こうしたチ ー ム構成の 重要な 要 素を人間 性を 感受され る と 共に ， ‘`

純粋さ と， ゆかしさ と， 若さを 持ってい る 点しま， あの70年の 歴史 と 伝統を 誇 る 校風か らに
じみ出 るものと， 私は受けと め られ る 。

なお秋田 県は 「体操秋田」 の 建設に向っての 努 力を お し み な く なされてい る と 見 られ
る 。 幅広い年令層に向って， 男女の 別なく， 体操教室が 設け られ， ト レ ー ニン グが 実施さ

れてい るの だ。
無限の 可能性に向って， 体育教育者（ 男女）が 一丸 となって 綿密な 企画のも とに， 動き

の 真理を 追究しつつ， 実施されてい る， この 底 辺拡充の エ ネルギ ーは， 近 き 将来， オ リ ソ
ピック選 手が育成され るであろうこ とを， 期 待され るのであ る 。

特に女子には 「新体 操」 の基礎づ く りに意欲的であ る 実態が， 今回の大会出場選手（ 秋
田北高校チ ー ム） の 演技にも間 接的には， かなり大き く ， その 「精神」 が影響されてい る
と 見て もあ やまちでは なかろう。

III 

団体種 目 に 出場 し た チ ー ム は， 高校 3 チ ー ム， 大学 4 チ ー ム， 一般 （高女 ク ラ ブ） 1 チ
ー ムの計 8チ ー ムに 過ぎない， 今回の 大会が， 前 会の第22回大会（秋田市） 参加11チ ー ム

より 少な し ヽこ とはな ぜなのか ・ ・ • • 。
I . H. の46チ ー ム参加 と 比較にな らない 大会ではあ るが， 意 義深い大 会であ るこ と はい

うま でもな い 。 第 5 回 新体 操選手 権大会に， 期 待と 意欲を 持った， この 大会の選手の 胸の
奥深 く 秘め られた 夢が， 選手 各 々の 眼に 感 じ られ るのであった 。

優勝した 東京女子体 育大学チ ー ムの 27. 575 の 得点 ぱ，第二位の 一般チ ー ム（高女クラブ）
の得点 25 . 825 との 差が 1 .750 であ り ， 第三位の 秋田北高 校チ ー ム 得点 24 .750 との 差
は 2.785 であった 。 この 3 チ ー ムの 長所， 短所を 考察す るこ とが， この 大会の 将来の 発展
に 一つ の道し る べ とな るので はないか， との信念か ら 私なりの 考察をし るして， この 道の
識見豊かな人 々の 批判を得 られれば， この上ない 幸せと 思うのであ る 。

この 大会の 審判法が， 国 際審判法を使用されたこ とは躍進であ る といえよう 。
構成を 審判す る 審判員と， 実施および 一般印象を 審判す る 審判員 との 二本建で， 日本に

おいて， 今回は じめての 実施であ る 。
構成 ・ ・ ・ ・ とは， 難度 と 組合せ および技 術価値で， 実施および 一般印象 ・ ・ ・ ・ とは， 競技者

の多種多 様の形 式の技 術を 現わし， 各種の 競技の特性を反映す る 。 各種の 要 素を 包含しな
けれ ばな らないこ と や， 音楽伴奏は， 実蒐す る 襖技の動き や組合せ と， よ く 調和していな
ければな らないこと， その上に， その 演技に 活気を 与え， 競技者の 個性および 優美さを強
調させ るものであ るこ とが 望ま し い と日本体操協会体 操委員会の， 新体操競技 採点 規則

（女子） で， この 規則は 国 際審判規則に通ず るものであ る 。
構成は 独創的な 創作， 純体操的で 誇張のない美 的要素， 難度は 6 個の 難度 要 素を 含まな

ければな らない。
器具使用の運動 については， その 器具の 特性を 生かした特有のものであ るこ と 等が示 さ

れてい る 。
優勝した 東京女子体 育大学チ ー ムの最も 短所 とす る ところは， 団体 としての 重要な 要 素
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であるところの ， チ ー ムワ ークのものた らなさであった。
日 頃の ト レ ー ニン グにおいて， コ ーチも学生も 悩み 続けなが ら も，大 切な チ ー ムワ ーク

のものた らなさ を乗り 越え る 結集し た努力が欠けていたそのままが，この大会に 如実に 現
わ れたといえ よう。

選 手 各 々の 「人 間l生のと ぼしさ 」 か ら 来たものではないだろうか。
構成について ！ま， 独創性をもっ た創作で ， 純体操的で 誇張のない美しさは，かなり高く

評価して よいが ， 無限の 可能性に ひた むきに 追究する 自 主的意欲の欠如と 見 ら れる。
伴奏音楽ほ， 演技の動き や組合せと よく 調和し，その 演技に 活気を与え，競技者の個 性

と優美さ を強調させるに十分なものであったが，チ ー ムワ ークのと ぼしさ が，演技中動き
の流れ を 心 ゆく ぼかりに 盛りあげ る人 間的力 の欠 陥につながったと 見 ら れる 。

第二次 予選 （六 月）を通過するまでに，この 困 難な 短所をどの ように 矯正し 乗り 越える
かが， 一人 一人の人 間性の ト レ ー ニン グにかかっているのである。

第二位の 一般チ ー ム （高女ク ラ ブ）は， 社会人として ， 仕 事に 従事する人 々で 結成さ れ
たチ ー ムの ため ， ト レ ー ニン グの時 間も 決して 十分ではなかっ たであろう。然しチ ー ムと
しての重要 要素を 踏え ， 完 壁とはいえないが ， 何んのあせりもない安定 惑を持ち 続け たこ
とは ， 社会人としての ， 人 間性の 豊かさか らではなかろうか，週 1 回か 2回の ト レ ー ニ ン
グで 築いたものではなく，職場での人間関 係 の中において ， 選 手達は チ ー ムの 一員と して
の 自 覚 を 持った生活態度であっ たろうことが 推測さ れる。

豊かな人 間性が ゆとり を生み，チ ー ムの 「根性」 となり，つながりと 結びつきが 温かい
もの を培かっ たのだろう ， 女性 らしい優雅さはいい知 れない 「ゆ かしさ 」 を 感 じさせる 演
技と し て， 高 く 評価す る も の であ る。 し か し ト レ ー ニ ン グ の不足のう ら みは ま ぬがれ ない
ことを 指摘するものであ る 。

第三位の 秋田北高 校チ ー ムは前述の通りで， 「体操」 秋田の 氏辺拡充の 新体操基礎づく
りの上に築か れたチ ー ムと 見てあ やまりではないであ ろうチ ー ムだけに， 堅実さと 新鮮さ
が よく 調和した， 一 糸乱れることのないチ ー ムワ ー クに， 心 引か れないものはなかっ たで
あろう ・ ・ ・ ・。

二年後 三年後の 「体操秋田」 の研究と 努力が 必ずや，人 間性にあ ふ れる 県民性豊かな，
す ぐ れた演技者 を生み出すであろうこと を，期 待するものである。

出 場チ ー ム 全 般の力量はたしかに，前年に比して進歩したとみとめるが，なかには， ト
レ ー ニ ン グの 甘さ を感 じさせるもの，動きの イメ ー ジの 乏しいもの ， 動きの流 れの不 自 然

さが ， リ ズ ミ カルな動き をは ばんでいるもの 等で ， こ れ等は動きの 追究のと ぼしさか ら 来
るものである。なお運動の 質の 見わけの 必要性をもまた 痛感せ ざる を得ない。

動きの中におけ る 柔軟性こそ重要な 要 素である 新体 操としては 「運動の深さ 」 の 追究と
相侯って ゆか ねぼな らない重要なことで ある。

IV 

次に個人種 目についての 考察 を述 べて 見 よう。
この種 目に対する出 場選 手は前年度 秋田 市において行なわ れた ， 第22回 全 日本 新体操選

手権大 会は ， 種 目別に見るに，徒手25名， 輪14名，蠅11名，合計 50名で，個人総合 （徒手，
輪， 纏）の 三種 目に 「いどんだ 」 選 手 ぱ 9 名であっ た。



66 佐 藤 た け

こ の個人種 目 の 競技は，日本における 歴史は頗る 浅い 競技種 目だけに， 私は大切に 見守
り， そ の 発展を 願 う も のである 。

今回 の大会における個人種 目 へ の出場選手を種 目別に 見るに， （今回は ボ ー ルを 加えて 四
種 目）， 徒手39名， 輪21 名，籠21名， ボ ール20名， 合計 101 名に達した 。 前回 よ り 一種 目
が 加わったために，選手数が増加したと 見 られるが，個人種 目 への 夢，憧がれが大き いと
見て よ い のではなかろ う か， 然し個人総合 へ 「いど む」 選手が 前回 の 9 名に対し，今回 の
11名中 「棄権」 が 5 名で， 前回 より下廻った 6 名であったことは残念でな らな い。

個人種 目なるが 故の 気軽さか ら ・ ・ ・ ・とするな ら ば，教育上か ら大き い 問題として，とり
あげねばな らな いと思われる 。

選手は高校生 50％強を 占めて いるところに 注 目 せずに い られな い，技術的な向上はみと
めるが， 一連の動き の流れ のとぼしさ ， 切断された動き の バタ ー ン の， つぎ 合 せて いるも
のが多 いこと，また運動 の深さ の 求め方が 余りにも 貧し いこと， スピ ー ト感 ら節度もと ぼ
し い上に， 各 々 の動き の イメ ー ジと連続さ れた体操として の価値の 把握がも のたりな い。

技術的に向上 した徒手は やや微笑まし いも のを 感じたが，手 具を 使用して の体操に つ い
ても， 全 般的にはかなり の 進歩を思わ せるが， 選手個 々に つ いては， とりあげて 「躍進」
したと思われるも のを 見出すこと の出 来な い寂さを感 じた のである 。

世界選手権への 夢を 抱い て い るそ の 意欲は十分 発散は し て い るも の の，運動 の深 さ の 追
究 の 甘さ や，動き の流れ の不 自 然さが， リ ズ ミ カルな動ぎをは ばんで いる 。 こ う した 要 因
は 「運動 の 質 の 見わけ」 のと ぼしさがもた らすところである 。

これ ら の欠点は 団体種 目 に つ いて述 べたところでも ある 。
手 具を用 いて の体 操に あっては，手 具の特 質 の 把握が大 切で，不十分な把握は，手 具と

体 の動きと 調和のとれた， より ダ イ ナ ミ ックな美し い動きを生み出すことは 困難であるこ
とを知 ら ねばな らな い。

一連の体 操として 独創的な 創作でなけれ ばな ら な いこ の新体操にお いては，特に手 具と
体 の 一体化が 重要な 要素で，これこそ 無限 の 万能性拡張 の基盤と いえ よ う 。 ここに 立脚し
た，合理 的な 持 続的 ト レ ー ニン グを 忘れてはな らな い のではなかろ う か 。

個人種 目 の選手 逹が， 全 般的に 見て プ ロ ボ ー ジ ョンが，かなり美しくなった よ う に思わ
れる，然し激し い動き の中にお いて， より 柔軟性と優美さと 優雅さをかもし出さ ねばな ら
な い のではなかろ う か 。

背柱の柔軟性は 申すにお よ ばな いが，脚 の 心 よ いまで の 敏活さと 弾性と の 調和を マ スタ
ーすることは， 必要欠く べか ら ざる 重要な ト レ ー ニン グ要 素である 。

個人種 目 の選手は， 自 主的に ト レ ー ニン グが出 来ると い う 特点がある 故に， ト レ ーナ ー

の 指導計 画と 自 主的な ト レ ー ニ ン グ計画とをに らみ合 せ，綿密， 且つ合理 的な企画に基づ
いて， 「 自 らにきびしく 」 励むことは， 団体種 目 とは違 った ト レ ー ニ ン グを行な う ことが
可能であろ う 。

日 毎に 「 自 らに いど む」 心 掛けと， 努力を 忘れては な らな い の だ。 自 らをきわめてこそ
困難を 克服し， 個性豊かな 独創的創作を生み出す のである，ここに無限 の 可能性の 拡強も
望めると いえ よ う 。

個人総合に 「いどん だ」 6 名 の選手に つ いて の考察を 端的に述べることは， これか ら の
発展に 寄与するも のと 信じ，得点を 明 らかに示して， 見たまま，感じたままを 建設的に し
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る してみよう 。
得点 一覧表は 次の通りであ る 。

得点表 （個人総合）

選 手 名 徒 手 籠 輪 ボ ー ル

小 林 衣 代 9 . 15 9 . 45 9 . 35 9 . 30 

J I  I 向 妙 子 9 . 25 9 .20 8 . 85 9 . 35 

五 明 み さ 子 9 . 10 9 . 20 9 . 05 9 .25 

ネ‘日田 吉匡 た か子 9 . 10 9 . 15 8 . 75 9 . 15 

I 
池 谷 8 . 50 8 . 80 I 7 . 20 8 . 60 

鈴 木 と も 子 8 . 25 I 7 . 95 I 8 .25 7 . 85 

67 

合

計得点 順 位

37 .25 1 

36 .65 2 

36 . 60 3 

36 . 15 4 

33 . 10 5 

32 . 30 6 

尊敬と信頼のもとに 厳正な 審判の 採点された結果であ る こと を 明 らか に し て置きたい 。
東京女子体 育大学選手 （上位 4 名） については ， その 力 量において 大差はない ， 然 し い

ずれも 神経質なために ， 試合に 臨んで精神的安定 を欠くう らみ を指摘せ ざ る を得 ない。
繊細な 神経の 持ち 主が 故に， 繊細な動き や， 運動の 質の 見わけも ， 動きの 深さの 追究 も

鋭どく ， 且つ動きの イ メ ー ジも リ ズ ミ カ ルな動きもかなりのと こ ろ まで こな し ， 作 品の ム
ー ド をも ， かも し出す ことが比較 的出 来ていたと思 われ るが ， 観 衆の 心にくい入 る 力の 乏
しさ を感じないわけには ゆかない。

なかに 唯一人， 試合に ］蛍い定評の選手は 試合中 安定感を示す ・ ・ ・ ・という ， 特別な ト レ ー

ニ ン グ を行なう わけでもな く ， 他の選手と 全 く 同 じ ト レ ー ニン グであ る 。
然 し日常の 生 活態度 を考察す るに ， 神経質と 見 られ ると こ ろもな く ， 明 朗さ を 持ってお

り ， 勇 気があ る ， こう した人 間性が 試合に 臨んで ， 自分の 力量を勇敢に ， 心 ゆ く ばか り 発
揮させ得 るものであ ろう ， 実に 全 魂を傾注 した 演技であ る ， 繊細さは 乏 しいが， 個 性的 で
若さと 情熱に 満ちた演技はそれなりに観 衆に訴え る 力 を持ってい る ， 他の選手は 謙虚に 学
びと ら ねばな らない点ではないだ ろうか 。

東京女子体 育大学の 新体操は コ ーチ を他に 求め る 必要もな く ， 恵 まれ た環境にあ る こ と
は 自 他共に 認め ると こ ろであ るが 故に， 選手 達は不意識的に ， 甘えと 依頼心があってか ，
自 主性に欠けてい ると 見 られ る ， 独剖的剖作の 意欲も 乏 しいのに 気づかないのではなか ろ

うか ， この 甘さが ， 試合に 臨んで， 精神状態の バラン ス を失ない， 旗技に安 定感を欠く 恐
れが生ず るも のと ， 私は 見 る 。

自 主的に 絶え 間ない 努力な く して ， 無限の 可能性の 拡張は 望めない ことであ る 。 若い 力
こそは無限の 可能性を信 じ， これに向って， 励み 合い， 競い合って ゆ く 情熱とフ ァ イ ト を
望みたいのであ る 。

「試合は 勝た ねばな らない」， この 栄冠は 努力な く しては得 られ るものではない， 栄冠へ
の 諸条件を一つずつ ， 自か らの 努 力によって 培かって ゆか ねばな らないのだ ， 努 力なく し
て 望む ことは 冒 険であ る 。

「天オは 努 力によって 生れ る 」 と言 われ る ， と 私は 幼い頃か ら 母にいいきかされた ， こ
の 教へを信 じてい る 。 「世界にいど む」 日本 民 族の代表選手 候補と して ， 真剣に 自か ら に
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問いたださ ねばな らない， そして 「な すべきこと」 の すべてに向って， 大いな る 努力を お
し んではな らないのだ。

「動き 」 の 真理の 追究， 個 性豊かな 独創的創作， 日本の 民族性あふ る る テ ク ニ ッ クを 身
につけ る 努力によって， 培われて ゆく人 間性が 「試合」 に 望 んで， その 価値が 評価され る
のであ る。

「人 間性の欠如」 はいかな る 才能によっても 補うことは出 来ない ・ ・ ・ ・。 と 言われ るが，
実に 頭のさが る 名言ではないだ ろうか。

大会の 成績は厳正な審判の示した通 り ではあ るが， 豊かな 情操と寛容な態度と， 謙虚で
勇敢な精神の 安定度が， いかに 競技を左右す るかを知 ら ねばな らない。

リズ ミ カルな運動は精神上の安定に 極めて 重大な 要素をもってい ることを 忘れ ることは
出 来ないであ ろう。

動きが リズ ミ カルに行なわれていないと言うことは精神状態そのものが不調和をきたす
ことであ る。

今回の大会に おいて精神的な安定がいかに重要であ るかを体験したことであり， 今後の
ト レ ーニン グにあたって， 人 間性を 豊かに培かって ゆくため への最大の 努力を払う べきで
はなか ろうか。

日本 民族， しかもこれか らの日本の 「にない手」 で あ る 若き 女性の 生命の力を 代表す る
ことを 自 覚せ ねばな らないのだ， と 私は考え， あえて 苦言を 呈さずにはお られない。

潤いあ る 豊かな人 間l生 ・ ・ ・ ・は 他人に 与え られ るのではなく， 自か らの 努力によっての み
培われ るのであ る。

美は力であ り 動きであり 生命であ ると， 私は信じてい る。
世界選手 権は 技を 競うと 共に ， 民族の 持つ人間 性， 民族の 生 命力を 競い合う 「場」 であ

ると 私は受けとめ るが 故に， 世界選手 候補者に苦言を 星し て， いささかなりとも 自か ら を
見つめ る 時の 糧にされ ることを 望む。

V 

個人種 目出場選手の 棄権率の増加す る 現状を 見のが す ことは， 教育上重要な 間題と して，
簡単に 許してはな らない。

「 自分の 自 由だ ・ ・ ・ ・ 」 ということであ ろう人 が， 今回の大会参加選手は大 学， 高校での
教育を受けてい るものであ る。 教育の場は 技術の みの 教育ではないはず だ。人間形 成とい
う 重要な役 割を果さ ねばな らない 「場」 であ る。この 重要な場に おいて， あ ら ゆ る ト レ ー

ニ ン グがなされ て， その場か ら 送り出された代表選手であ るにもかかわ らず， その行動は
全く 「個人 」 の 自 由意 志によって， 人と人との つなが り を忘却し， 「棄権」 という 重大な
ことを， 気軽にこともなく行 なってい る 現実に直面したのであ る。

「試合 は勝た ねばな らない」 という 重要な 要素はあ るが， 試合は 技術を 通して， 人 間性
を， 生 命力を， いか んなく 競い合うとこ ろに， 意 義が 存在す るのであ る。個 々の 事情はあ
ろうが， 余りにも多数の 棄権は大会の意 義を 踏みにじ るにも 等しい行 為とし て 見 ざ る を得
ない。 「人 間性」 を 育成す る 教育の欠 如が 要 因し てい るのではないだ ろうか ・ ・ ・ •。

動きの 真理の 追究も， 優雅で審美的な 印象を 与え る 独創的な 創 作も， 終局は人間の生 命
の 在り方なのであ る， 人 間性こそは， 演技に 生命を 与え るのであ る。
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選手を育て送り出す 「教育の場」 にある私は， こ の現実に直面して， 「教育」 への厳粛
な鞭を与え られた ・ ・ ・ ・ と受けとめたい。 しかし選手のみを責める気には ど う して も なれな
い。 その前に教育の場における 「人間形成」 の 目 標を明確に樹立し これに 向っての努力を
学生と教師と共になすべ き である。

21世紀創造の若人を尊重し， 信頼しつつ教師 自 らの姿勢を正すチ ャ ン スを， 鞭を与え ら
れたと， 教育上重要な課題と考察 したのである 。
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